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第１０章 薬事衛生

１ 医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律に基づく許可・監視指導 

「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」に基づき、保健衛生の向上を図るこ

とを目的として薬局、薬局医薬品製造販売業、薬局医薬品製造業、店舗販売業、卸売販売業、高度管理医療機

器等販売業貸与業、管理医療機器販売業貸与業（届出）及び再生医療等製品販売業の許可、監視指導等を行

っている。 

〈 根拠法令等 ： 医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律第 4条、第 10 条、第 12

条、第13条、第19条、第24条、第26条、第34条、第38条、第39条、第39条の3、第40条、

第 40 条の 5、第 40 条の 7、第 69 条 〉 

医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律に基づく 

許可・監視指導施設数 

施設数
(年度末現在）

新規 更新 廃止 監視件数

薬局 561 50 35 24 141

薬局医薬品製造販売業 17 0 1 1 7

薬局医薬品製造業 17 0 1 1 7

医薬品／店舗販売業 237 16 10 13 80

医薬品／卸売販売業 163 13 12 17 38

高度管理医療機器等販売業貸与業 407 23 20 19

高度管理医療機器等販売業 353 30 24 23

高度管理医療機器等貸与業 4 0 0 0

管理医療機器販売業貸与業 144 12 11

管理医療機器販売業 1,216 62 38

管理医療機器貸与業 1 0 0

再生医療等製品販売業 10 1 1 0 4

151

267



- 92 -

２ 毒物及び劇物取締法に基づく登録・監視指導 

「毒物及び劇物取締法」に基づき、保健衛生上の見地から適正な流通の管理を目的とし、毒物劇物販売業（一

般・農業用品目・特定品目）、業務上取扱者（届出等：メッキ業・金属熱処理業・運送業等）及び特定毒物研究者

に対する登録、許可及び監視指導等を行っている。

〈 根拠法令等 ： 毒物及び劇物取締法第 4 条、第 6 条の 2、第 10 条、第 17 条、第 22 条 〉

毒物及び劇物取締法に基づく登録・監視指導施設数 

施設数
(年度末現在）

新規 更新 廃止 監視件数

毒物劇物一般販売業 350 23 17 25 65

毒物劇物農業用品目販売業 25 1 0 3 7

毒物劇物特定品目販売業 14 0 0 0 2

毒物劇物業務上取扱者（届出） 9 1 0 12

特定毒物研究者 22 2 2 0

３ 温泉法に基づく温泉利用許可・監視指導

「温泉法」に基づき、温泉を保護しその利用の適正を図り、公共の福祉の増進に寄与することを目的として温泉

利用許可及び監視指導を行っている。 

〈 根拠法令等 ： 温泉法第 15 条、第 35 条 〉

温泉法に基づく利用許可・監視指導施設数 

施設数 許可数

施設数 許可数 施設数 許可数

12 51 1 3 0 0 0

新規 廃止

(年度末現在）
監視件数

４ 有害物質を含有する家庭用品の規制に関する法律に基づく試買検査 

「有害物質を含有する家庭用品の規制に関する法律」に基づき、厚生労働大臣の指定する家庭用品について

定められた有害物質の含有量、溶出量又は発散量について基準を満たしていることを確認することを目的として

家庭用品による健康被害の発生を未然に防止するため、試買検査を実施している。 

〈 根拠法令等 ： 有害物質を含有する家庭用品の規制に関する法律第 5 条、第 7 条 〉 

家庭用品試買検査実施状況 

生
後
２
４
月
以
内
の
も
の

生
後
２
４
月
以
内
を
除
く
も
の

44 12 50 2 40 40 40 0 7 7 7 7 0 1 1 1 0 259

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

繊維製品
〔60検体〕

44 10 50 2 30 30 30 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 196

化学製品
 〔20検体〕

0 2 0 0 10 10 10 0 7 7 7 7 0 1 1 1 0 63

計

内
訳

試験検査件数 

基準違反件数

ト
リ
ブ
チ
ル
錫
化
合
物

ト
リ
フ

ェ
ニ
ル
錫
化
合
物

デ
ィ
ル
ド
リ
ン

容
器
試
験

塩
化
ビ
ニ
ル

塩
化
水
素
・
硫
酸

ホルムアルデヒド項　目 ア
ゾ
化
合
物

有
機
水
銀
化
合
物

区分

水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
水
酸
化
カ
リ
ウ
ム

ベ
ン
ソ
〔

ａ

〕
ア
ン
ト
ラ
セ
ン

メ
タ
ノ
ー

ル

テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

ベ
ン
ゾ
〔

ａ

〕
ピ
レ
ン

ジ
ベ
ン
ゾ
〔

ａ
，
ｈ

〕
ア
ン
ト
ラ
セ
ン

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン



- 93 -

５ 健康食品の試買検査 

昨今の健康ブームにより健康食品の人気が高まる一方、外国製健康食品の摂取による健康被害が発生し

ている。 

このような健康被害の発生を未然に防止するため、市内において医薬品成分を不適切に含有するものが

流通していないかどうかを確認する目的で試買検査を実施している。 

〈 根拠法令等 ： 医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律第 55 条第

2 項、第 69 条 〉

健康食品試買検査実施状況 

検体数 不適件数

痩身用 10 0

検査対象

強壮用 10
   シルデナフィル、タダラフィル、バルデナフィル、ホンデナフィル、ヨヒンビン、
   ホモチオデナフィル、ヒドロキシホモシルデナフィル

0

フェンフルラミン、Ｎ－ニトロソフェンフルラミン、シブトラミン、マジンドール、
フェノールフタレイン、グリベンクラミド、オリスタット、ビサコジル、フルオキセチン

検査項目

６ 薬物乱用防止啓発事業 

薬物の乱用は、覚醒剤、大麻、ＭＤＭＡ（合成麻薬）や危険ドラッグなど乱用薬物の多様化が進んでおり、

とりわけ青少年の間で薬物に対する警戒感や抵抗感が薄れるなど、社会問題となっている。このため、広く薬

物乱用防止の啓発を図るため、薬物乱用防止啓発ＣＭを作成し、市内映画館において告知ＣＭとして上映

している。また、県及び県が委嘱している薬物乱用防止指導員と連携し、７月 18 日に大宮駅構内にて、国

等が実施する薬物乱用防止を訴える「ダメ。ゼッタイ。」普及運動の一環とした街頭キャンペーンを実施する

等、薬物乱用防止の啓発に努めている。

〈 根拠法令等 ： 彩の国さいたま「ダメ。ゼッタイ。」普及運動実施要綱 〉 


